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令和３年度決算に基づく資金不足比率及びその算定の

基礎となる事項を記載した書類の審査意見について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、対象と

なる令和３年度下水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類について審査した結果、次のとおり意見を付します。



令和３年度あきる野市経営健全化審査意見書

第１ 審査の期間

令和４年７月２９日から令和４年９月５日まで

第２ 審査の対象

１ 下水道事業会計の資金不足比率

２ 下水道事業会計の資金不足比率の算定の基礎となる事項を記載した書類

第３ 審査の方法

審査に当たっては、市長から審査に付された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載

した書類について、地方公共団体の財政の健全化に関する法律等関係法令の規定に準拠して計数に

誤りがなく作成されているかを主眼に置き、関係書類との照合及び関係職員から説明を聴取するな

どして実施した。

第４ 審査の結果

審査に付された次に示す資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれ

も法令に適合し、かつ正確であると認められた。

※ 上記表中の「－」は、資金不足額がないことを表している。

第５ 意見

資金不足比率については、審査の対象とする下水道事業会計において資金不足額が生じていなこ

とから数値がない。引き続き、企業の経済性を発揮するともに、公共の福祉を増進するよう健全な

経営に努められたい。

〔比率等の解説〕

１ 資金不足比率

公営企業の資金不足額の事業の規模に対する比率

２ 経営健全化基準

資金不足比率が経営健全化基準以上である場合、当該公営企業について経営健全化計画を定め

なければならない。

３ 資金不足額

資金不足額は、繰上充用額、支払繰延額及び事業繰越額と、建設改良費等以外の経費の財源に

充てるために起こした地方債の現在高を合算した額から、解消可能資金不足額を除いた額である。

４ 事業の規模

営業収益に相当する収入額から受託工事収益に相当する収入額を除いた額である。

本市では、営業収益に相当する収入額は、下水道使用料であり、受託工事収益に相当する収入

額はない。

比 率 名 令和３年度 経営健全化基準

資 金 不 足 比 率 － ％ ２０．００％


